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・製品を使用する前に必ずこのマニュアルをお読みください。
・注意事項を守って製品をご使用ください。
・このマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に保管し
てください。

このマニュアルでは、製品を安全にお使いいただくための注意事項を次のように

記載しています。

注意事項を守っていただけない場合、どの程度の影響があるかを表しています。

注意事項を守っていただけない場合、発生が想定される障害または事故の内容を
表しています。

注意 

警告 人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

人が傷害を負う可能性が想定される内容、および、物的損害のみの発
生が想定される内容を示します。

発火注意 

感電注意 

けが注意 

発煙または発火の可能性
が想定される内容を示し
ます。

感電の可能性が想定され
る内容を示します。

けがを負う可能性が想定
される内容を示します。

この枠の中では、本機を安全に使うための注

意事項を説明しています。必ずお読みくださ

い。

安全に使うための説明は、絵でも表示しています。

禁止

禁止事項を示します。

電源プラグを抜く

電源ケーブルのプラグを抜
くように指示するものです。

アース線を接続する

アース線を必ず接続する
ように指示するものです。

安全にお使いいただくために
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使用上の注意
警告 

●雷が鳴り出したら、本機や本機に接続されているケーブル類や、
周辺機器に触れたり、取り付け／取り外しをしたりしないでく
ださい。
落雷による感電の恐れがあります。

感電注意 

注意
●濡れた手で触らないでください。
電源ケーブルがACコンセントに接続されているときに濡れた手で本機
に触ると、感電の原因となります。

●必ずアース線を接続してください。
アース線を接続しないと、感電の原因となります。

●本機内部に異物を入れないでください。
本機内部に金属類や燃えやすいものなどの異物が入ると、回路がショ
ートして火災の原因となります。

●タコ足配線にしないでください。
コンセントが加熱し、火災の原因になります。

●アース線は絶対ガス管にはつながないでください。
爆発の原因となります。

●本機内部には、水などの液体を入れないでください。
感電の原因となります。
万一、液体が入った場合は、電源を切って、ご購入元、最寄りのBIT-
INN、または当社指定のサービス窓口にご連絡ください。乾いている
ようでも、本体内部に水分が残っていることがあります。

発火注意 

感電注意 

●本機を改造しないでください。
添付されているマニュアルに記載されている方法以外で
本機を改造、修理しないでください。
感電、火災の原因となります。

●CD-ROM媒体は、CD-ROM対応プレーヤー以外では絶対に使
用しないでください。
大音量によって耳に障害を被ったりスピーカを破損したりする原因となります。

発火注意 感電注意 

●装置の通風孔をふさがないでください。
内部に熱がこもり、火災の原因になります。

発火注意 高温注意 
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■本機を移動するときは、フロッピーディスクやCD-ROMを取り
出してください
本機の故障や、フロッピーディスク、CD-ROMの破損の原因となります。

■本機を移動するときは、必ず電源を切って、電源ケーブルのプラ
グをACコンセントから抜いてください
電源が入ったまま移動すると、内部のハードディスクドライブなどの故障の原

因となります。

■汚れたフロッピーディスクは使用しないでください
砂やほこり、水などの液体をかぶったフロッピーディスクを使用すると、故障

の原因となります。

■長期間使用しないときは、電源ケーブルのプラグをACコンセン
トから抜いてください
旅行などで長期間お使いにならないときは、安全のため、電源ケーブルのプラ

グをACコンセントから抜いてください。

■ゴムやビニール製品などを、本機に長時間接触させたままにしな
いでください
本機の表面が変質する原因となります。

■本機のそばで、飲食・喫煙しないでください
飲食物やタバコの灰が本体内部やキーボード内部に入ると、故障の原因となり

ます。また、タバコの灰がフロッピーディスクに付着すると、データの読み書

きができなくなったり、フロッピーディスクドライブの故障の原因となります。

■静電気に注意してください
静電気は、本機の故障の原因となることがあります。静電気による損傷を防ぐ

ため、次のことに注意してください。

・アース線を必ず接続してください。アース線の接続のしかたは、『はじめ
にお読みください』をご覧ください。
・CPUなどの電子部品は、静電気によって破損することがあります。部品に
触れる前に、身近な金属（アルミサッシやドアのノブなど）に手を触れて、
身体の静電気を取り除くようにしてください。
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■コンピュータウイルスに注意してください
コンピュータのトラブルのひとつにコンピュータウイルスがあります。コンピ

ュータがコンピュータウイルスに感染すると、突然音楽を演奏したり、異常な

メッセージを表示したりします。最悪の場合、プログラムやデータが破壊され

るなどの被害を受けることがあります。

被害を受けないために、次のことに注意してください。

・重要なデータはバックアップ（複製）を取っておいてください。
・ウイルスチェッカープログラムを定期的に利用して、コンピュータウイル
スに感染していないかどうか、チェックしてください。

コンピュータウイルスについて詳しくは、『困ったときにお読みください』を

ご覧ください。

■改造をしないでください
添付されているマニュアルに記載されている方法以外で本機を改造・修理しな

いでください。記載されている方法以外で改造・修理された製品に関しては、

当社の保証や保守サービスの対象外となることがあります。

■本機のお手入れ
本機のお手入れの方法については、『ステップアップガイド』をご覧ください。

■故障や異常の場合の対処について
本機が故障や異常を起こした場合には、次のようにして対処してください。

▼

▼

・本機から煙が出たり、異臭がしたりする
・本機が、手で触れられないほど熱い
・本機から、異常な音がする
・その他、本機および本機に接続されたケーブル類に、目に見える
異常が生じたとき

すぐに電源を切り、電源ケーブルのプラグをACコンセントから抜い
てください。

ご購入元、最寄りのBIT-INN、または当社指定のサービス窓口にご
相談ください。

NECの問い合わせ先については『NEC PCあんしんサポートガイド』

または『メンテナンス＆サポートのご案内』をご覧ください。
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健康のために
コンピュータを使った作業では、長時間同じ姿勢になりやすいため、他の一般事

務作業にくらべて次のような症状がおこりやすいと言われています。

・眼が疲れる
・眼が重い
・ものがぼやけて見える
・疲れやすい
・首から肩、手の指にかけて、しびれたり全体的に痛みを感じたりする

このような症状の感じ方は、作業時間や使用状況などにより個人差が大きいと言

われています。

次のことを心がけるようにしましょう。

・1時間の作業につき10～15分の休息時間をとる
・休息時には、軽い体操をするなど、気分転換をはかる

万一、疲労が翌日まで残るような場合は、早めに医師に相談してください。

■良い作業姿勢をとりましょう

コンピュータを使用する際の姿勢

・背もたれに背中が支えられるよう背すじを伸ばして椅子に座る。

・両手を床とほぼ平行に置く。

・画面を目の高さより低くし、視線がやや下向きになるようにする。

良い作業姿勢とは、身体に余分な力が入らず、リラックスできる姿勢と言われてい

ます。

視線が目の高さよりやや下向き

背すじを伸ばす

両手を床とほぼ平行に
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■機器をこまめに調節しましょう

機器の調節ができる場合は、使いやすい状態にこまめに調節してください。

■機器を清掃しましょう

ディスプレイの画面は、ほこりなどで汚れると表示内容が見にくくなる原因とな
りますので、定期的に清掃する必要があります。
ディスプレイの清掃方法については、ディスプレイに添付されているマニュアル
をご覧ください。

●ディスプレイの角度調節

ディスプレイは、角度調節ができるようになっています。まぶしい光が画面に映
り込むのを防いだり、表示内容を見やすくするために、ディスプレイの角度を調
節することは大変重要です。

詳しくはディスプレイのマニュアルをご覧ください。

●画面の輝度（明るさ）・コントラスト調節

個人差、周囲の明るさなどによって、画面の最適な輝度・コントラストは異なり
ます。そのため、画面の輝度・コントラストは、状況に応じて見やすいようにこ
まめに調節することが必要です。
詳しくは、ディスプレイのマニュアルをご覧ください。

●キーボードの角度調節

本機のキーボードは、角度調節ができるようになっています。各自の好みによっ
て、入力しやすいようにキーボードの角度を変えることは、肩や腕への負担を軽
減するのに大変有効です。
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